
(57)【要約】

【課題】予め設定した波長帯域、例えば可視域内におい

て、透過率が急峻に変移するのを防止して人の目に近い

透過率特性を得る。

【解決手段】赤外線カットフィルタ１は、水晶板２と、

この水晶板２一面上に形成される多層膜３とからなる。

多層膜３は、高屈折率材料からなる第１薄膜３１と、低

屈折率材料からなる第２薄膜３２とが交互に複数積層さ

れてなる。多層膜３は、水晶板２一面側から順に、第１

層３ａ、第２層３ｂ、第３層３ｃから構成されている。

これら積層される第１薄膜３１と第２薄膜３２との膜厚

が異なることにより各層それぞれの厚さが異なる。この

各層は、順にその厚さが増すよう構成されている。多層

膜３には、可視域内において透過率が急峻に変移するの

を防止する急峻防止手段が備えられている。この急峻防

止手段により、透過率が急峻に変移する変移波長帯域に

変極点Ｘが形成される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 明 基 板 と 、 こ の 透 明 基 板 上 に 形 成 さ れ る 多 層 膜 と か ら な り 、 多 層 膜 は 、 高 屈 折 率 材 料 か
ら な る 第 １ 薄 膜 と 、 低 屈 折 率 材 料 か ら な る 第 ２ 薄 膜 と が 交 互 に 複 数 積 層 さ れ て な る 光 線 カ
ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 多 層 膜 に 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 内 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 す る た
め に 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 の 波 長 に 変 極 点 を 形 成 す る 急 峻 防 止 手 段 が 備
え ら れ た こ と を 特 徴 と す る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 多 層 膜 は 、 前 記 透 明 基 板 側 か ら 順 に 序 数 詞 で 定 義 さ れ る 複 数 層 か ら 構 成 さ れ 、
前 記 各 層 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ 薄 膜 と 前 記 第 ２ 薄 膜 と が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ 、 こ れ ら 積 層
さ れ る 前 記 第 １ 薄 膜 と 前 記 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 異 な る こ と に よ り 前 記 各 層 そ れ ぞ れ の
厚 さ が 異 な り 、
前 記 急 峻 防 止 手 段 は 、 前 記 層 の う ち 、 少 な く と も １ つ 以 上 の 層 に お い て 積 層 さ れ た 前 記 第
１ 薄 膜 と 前 記 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る と と も に 、 そ の 他 の 層 に お い て 積 層 さ
れ た 前 記 第 １ 薄 膜 と 前 記 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 前 記 透 明 基 板 側 か ら 漸 次 増 加 さ れ る よ う
前 記 各 層 そ れ ぞ れ に お け る 前 記 各 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 設 定 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 光 線
カ ッ ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 層 は 、 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 か ら 構 成 さ れ る と と も に 、 こ れ ら 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第
３ 層 は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、
前 記 第 １ 薄 膜 と 前 記 第 ２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は 、 前 記 第 ２ 層 と 前 記 第 ３ 層 で
あ り 、 前 記 そ の 他 の 層 は 、 前 記 第 １ 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 層 は 、 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 か ら 構 成 さ れ る と と も に 、 こ れ ら 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第
３ 層 は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、
前 記 第 １ 薄 膜 と 前 記 第 ２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は 、 前 記 第 １ 層 と 前 記 第 ３ 層 で
あ り 、 前 記 そ の 他 の 層 は 、 前 記 第 ２ 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 透 明 基 板 一 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 波 長 に 対 応 し た 前 記 多 層 膜 が 形 成
さ れ 、 前 記 透 明 基 板 他 面 上 に 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 波 長 に 対 応 し た 前 記 多 層 膜
が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ２ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 第 １ 薄 膜 と 前 記 第 ２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 に お け る 前 記 第 １ 薄 膜 と 前 記 第
２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 、 微 量 に 変 化 す る よ う 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 光 線 カ ッ ト フ ィ
ル タ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ２ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 急 峻 防 止 手 段 は 、 前 記 各 層 の 間 も し く は そ の 両 端 に 少 な く と も １ 層 以 上 の 調 整 層 が 積
層 さ れ て な り 、
前 記 調 整 層 に よ り 、 前 記 各 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 が 抑 え ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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本 発 明 は 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 の 光 線 を 不 透 過 と す る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 な ビ デ オ カ メ ラ や デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 等 に 代 表 さ れ る 電 子 カ メ ラ の 光 学 系 は 、 光
軸 に 沿 っ て 被 写 体 側 よ り 、 結 合 光 学 系 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ 、 光 学 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 、
Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ 　 ） や Ｍ Ｏ Ｓ （ Ｍ ｅ ｔ ａ ｌ 　 Ｏ ｘ
ｉ ｄ ｅ 　 Ｓ ｅ ｍ ｉ ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｏ ｒ 　 ） 等 の 撮 像 デ バ イ ス が 順 に 配 設 さ れ て な る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ こ で い う 撮 像 デ バ イ ス は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 人 の 目 が 視 認 可 能 な 波 長 帯 域 の 光 線 （
可 視 光 線 ） よ り も 広 い 波 長 帯 域 の 光 線 に 応 答 す る 感 度 特 性 を 有 し て い る 。 つ ま り 、 可 視 光
線 に 加 え て 、 赤 外 域 や 紫 外 域 の 光 線 に も 応 答 し て し ま う 。 な お 、 図 １ ３ （ ａ ） は 人 の 目 の
感 度 特 性 を 示 し て お り 、 図 １ ３ （ ｂ ） は 一 般 的 な Ｃ Ｃ Ｄ の 感 度 特 性 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う に 、 人 の 目 は 、 暗 所 に お い て ４ ０ ０ ～ ６ ２ ０ ｎ ｍ 程 度 の 範 囲 の 波 長 の 光 線 に 応 答
し 、 明 所 に お い て ４ ２ ０ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 の 範 囲 の 波 長 の 光 線 に 応 答 す る 。 こ れ に 対 し 、
Ｃ Ｃ Ｄ で は 、 ４ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 の 光 線 だ け で な く 、 ４ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 の 波 長
の 光 線 や ７ ０ ０ ｎ ｍ を 越 え る 波 長 の 光 線 に も 応 答 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め 、 下 記 す る 特 許 文 献 １ に 記 載 の 撮 像 デ バ イ ス の よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ の ほ か に 赤 外 線 カ
ッ ト フ ィ ル タ を 設 け て 、 撮 像 デ バ イ ス に 赤 外 域 の 光 線 を 到 達 さ せ な い よ う に し 、 人 の 目 に
近 い 撮 像 画 像 が 得 ら れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ ９ ５ １ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 こ こ で い う 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ と し て は 、 こ れ ま で 、 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ
赤 外 線 を 吸 収 す る 赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス や 、 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 反 射 す る 赤 外 線 カ
ッ ト コ ー ト な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス と し て は 、 例 え ば 、 銅 イ オ ン 等 の 色 素 を 分 散 さ せ た 青 色 ガ ラ ス が 掲 げ ら
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
赤 外 線 カ ッ ト コ ー ト と し て は 、 例 え ば 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ 　 、 Ｚ ｒ Ｏ ２ 　 、 Ｔ ａ ２ 　 Ｏ ５ 　 、 Ｎ ｂ

２ 　 Ｏ ５ 　 等 の 高 屈 折 率 物 質 と 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 、 Ｍ ｇ Ｆ ２ 　 等 の 低 屈 折 率 物 質 と を 透 明 基 板
上 に 交 互 に 積 層 し て 数 十 層 と し た 誘 電 体 多 層 膜 が 掲 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ ら 赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス と 赤 外 線 カ ッ ト コ ー ト と を 図 １ ４ を 用 い て 以 下 に 説 明 す る 。 な お
、 図 １ ４ （ ａ ） は 撮 像 デ バ イ ス に 赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス を 用 い た 場 合 の 透 過 率 特 性 を 示 し 、 図
１ ４ （ ｂ ） は 赤 外 線 カ ッ ト コ ー ト を 用 い た 場 合 の 透 過 率 特 性 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま ず 、 赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス を 用 い た 場 合 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に
亘 っ て 、 人 の 目 の 感 度 特 性 に 近 い 「 緩 や か に 透 過 率 が 下 降 す る 特 性 」 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
し か し 、 赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス を 用 い た 場 合 、 透 過 率 を 略 ０ ％ と す る ポ イ ン ト を ７ ０ ０ ｎ ｍ に
合 わ せ 込 む こ と が 難 し く 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す 赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス の 場 合 、 ７ ５ ０ ｎ ｍ 程 度
の 光 線 を も 透 過 さ せ て し ま う こ と に な る 。 つ ま り 、 赤 外 域 の 光 線 の カ ッ ト が 不 完 全 で 、 こ
の 赤 外 域 の 画 像 を 撮 像 デ バ イ ス が 撮 像 し て し ま う こ と に な る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 、 赤 外 線 カ ッ ト コ ー ト を 用 い た 場 合 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域
に 亘 っ て 「 透 過 率 が 急 峻 に 減 少 す る 特 性 」 を 得 る こ と が で き る の で 、 透 過 率 を 略 ０ ％ と す
る ポ イ ン ト を ７ ０ ０ ｎ ｍ に 合 わ せ 込 む こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
し か し な が ら 、 こ の よ う に 急 峻 に 透 過 率 が 変 移 す る も の で は 、 人 の 目 が 感 じ る 色 合 い と は
異 な っ た 色 合 い で 撮 像 デ バ イ ス で の 撮 像 が 行 わ れ て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ こ で 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 、 例 え ば 可 視 域 に お
い て 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 し て 人 の 目 に 近 い 透 過 率 特 性 を 得 る 光 線 カ ッ ト フ
ィ ル タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 に か か る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ は 、 透 明 基 板 と 、 こ の 透 明 基
板 上 に 形 成 さ れ る 多 層 膜 と か ら な り 、 多 層 膜 は 、 高 屈 折 率 材 料 か ら な る 第 １ 薄 膜 と 、 低 屈
折 率 材 料 か ら な る 第 ２ 薄 膜 と が 交 互 に 複 数 積 層 さ れ て な る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に お い て 、
前 記 多 層 膜 に 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 内 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 す る た
め に 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 の 波 長 に 変 極 点 を 形 成 す る 急 峻 防 止 手 段 が 備
え ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 変 極 点 を 形 成 す る 急 峻 防 止 手 段 が 設 け ら れ て い る の で 、 予 め 設 定 し た
波 長 帯 域 、 例 え ば 可 視 域 に お い て 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 し て 人 の 目 に 近 い 透
過 率 特 性 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 人 の 目 が 感 じ る 色 合 い に 近 い 色 合 い で 撮 像
デ バ イ ス で の 撮 像 を 行 う こ と が で き 、 色 の 再 現 性 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、
こ こ で い う 第 １ 薄 膜 と 第 ２ 薄 膜 と が 交 互 に 複 数 積 層 さ れ る と は 、 第 １ 薄 膜 と 第 ２ 薄 膜 と が
交 互 に 連 続 し て 積 層 さ れ る こ と を 意 味 す る の で は な く 、 他 の 媒 体 、 例 え ば ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ

２ 　 Ｏ ３ 　 ） か ら な る 薄 膜 な ど が 挿 入 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 構 成 に お い て 、 上 記 多 層 膜 は 、 上 記 透 明 基 板 側 か ら 順 に 序 数 詞 で 定 義 さ れ る 複 数 層 か
ら 構 成 さ れ 、 前 記 各 層 は 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 １ 薄 膜 と 上 記 第 ２ 薄 膜 と が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ
、 こ れ ら 積 層 さ れ る 上 記 第 １ 薄 膜 と 上 記 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 異 な る こ と に よ り 前 記 各
層 そ れ ぞ れ の 厚 さ が 異 な り 、 上 記 急 峻 防 止 手 段 は 、 前 記 層 の う ち 、 少 な く と も １ つ 以 上 の
層 に お い て 積 層 さ れ た 上 記 第 １ 薄 膜 と 上 記 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る と と も に
、 そ の 他 の 層 に お い て 積 層 さ れ た 上 記 第 １ 薄 膜 と 上 記 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 上 記 透 明 基
板 側 か ら 漸 次 増 加 さ れ る よ う 前 記 各 層 そ れ ぞ れ に お け る 上 記 各 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 設 定 さ れ
て な っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 場 合 、 急 峻 防 止 手 段 は 、 複 数 層 の う ち 、 少 な く と も １ つ 以 上 の 層 に お い て 積 層 さ れ た
第 １ 薄 膜 と 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る と と も に 、 そ の 他 の 層 に お い て 積 層 さ れ
た 第 １ 薄 膜 と 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 透 明 基 板 側 か ら 漸 次 増 加 さ れ る よ う 各 層 そ れ ぞ れ に
お け る 各 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 設 定 さ れ て な る の で 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 の
波 長 に 変 極 点 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
具 体 的 に 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 層 は 、 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 か ら 構 成 さ れ る と と も
に 、 こ れ ら 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、 上 記 第 １ 薄 膜
と 上 記 第 ２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は 、 上 記 第 ２ 層 と 上 記 第 ３ 層 で あ り 、 上 記 そ
の 他 の 層 は 、 上 記 第 １ 層 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 場 合 、 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、 第 １ 薄 膜 と 第
２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は 、 第 ２ 層 と 第 ３ 層 で あ り 、 そ の 他 の 層 は 、 第 １ 層 で
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あ る の で 、 透 過 率 が 高 い 領 域 、 例 え ば 、 透 過 率 ９ ０ ％ 付 近 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す
る の を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 層 は 、 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 か ら 構 成 さ れ る と と も に 、
こ れ ら 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、 上 記 第 １ 薄 膜 と 上
記 第 ２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は 、 上 記 第 １ 層 と 上 記 第 ３ 層 で あ り 、 上 記 そ の 他
の 層 は 、 上 記 第 ２ 層 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 場 合 、 第 １ 層 、 第 ２ 層 、 第 ３ 層 は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、 第 １ 薄 膜 と 第
２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は 、 第 １ 層 と 第 ３ 層 で あ り 、 そ の 他 の 層 は 、 第 ２ 層 で
あ る の で 、 透 過 率 が 低 い 領 域 、 例 え ば 、 透 過 率 ３ ０ ％ 付 近 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す
る の を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 透 明 基 板 一 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 波 長 に
対 応 し た 上 記 多 層 膜 が 形 成 さ れ 、 上 記 透 明 基 板 他 面 上 に 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の
波 長 に 対 応 し た 上 記 多 層 膜 が 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 場 合 、 透 明 基 板 一 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 波 長 に 対 応 し た 多 層 膜 が 形
成 さ れ 、 透 明 基 板 他 面 上 に 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 波 長 に 対 応 し た 多 層 膜 が 形 成
さ れ る の で 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 を 通 し て 赤 外 域 に 至 る 可 視 可 能 な 全 帯 域 に お い て 透 過 率 が
急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 第 １ 薄 膜 と 上 記 第 ２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 に
お け る 上 記 第 １ 薄 膜 と 上 記 第 ２ 薄 膜 と の 光 学 膜 厚 が 、 微 量 に 変 化 す る よ う 設 定 さ れ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 場 合 、 第 １ 薄 膜 と 第 ２ 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 に お け る 第 １ 薄 膜 と 第 ２ 薄 膜
と の 光 学 膜 厚 が 、 微 量 に 変 化 す る よ う 設 定 さ れ て い る の で 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移
波 長 帯 域 以 外 の 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 内 に お い て 、 外 部 ノ イ ズ な ど に よ り 微 量 に 変 移 す る
透 過 率 の 変 移 量 を 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 急 峻 防 止 手 段 は 、 上 記 各 層 の 間 も し く は そ の 両 端 に 少 な く
と も １ 層 以 上 の 調 整 層 が 積 層 さ れ て な り 、 上 記 調 整 層 に よ り 、 上 記 各 層 間 に よ っ て 急 峻 に
変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 が 抑 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 場 合 、 調 整 層 が 積 層 さ れ 、 調 整 層 に よ り 、 各 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透 過 率 の 変
移 量 が 抑 え ら れ る の で 、 変 極 点 を 形 成 す る の に よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 示 す 各 実 施 の
形 態 で は 、 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ と し て 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 を 示
す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 実 施 の 形 態 １ ＞
本 実 施 の 形 態 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 透 明 基 板
で あ る 水 晶 板 ２ と 、 こ の 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 形 成 さ れ る 多 層 膜 ３ と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
多 層 膜 ３ は 、 高 屈 折 率 材 料 か ら な る 第 １ 薄 膜 ３ １ と 、 低 屈 折 率 材 料 か ら な る 第 ２ 薄 膜 ３ ２
と が 交 互 に 複 数 積 層 さ れ て な る 。 す な わ ち 、 水 晶 板 ２ 一 面 側 か ら 数 え て 奇 数 番 目 の 層 が 第
１ 薄 膜 ３ １ に よ り 構 成 さ れ 、 偶 数 番 目 の 層 が 第 ２ 薄 膜 ３ ２ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、
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こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 第 １ 薄 膜 に Ｔ ｉ Ｏ ２ 　 を 用 い 、 第 ２ 薄 膜 に Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 を 用 い て い
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 多 層 膜 ３ の 製 造 方 法 と し て 、 水 晶 板 ２ 一 面 に 対 し て 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ 　 と Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 と が 周
知 の 真 空 蒸 着 装 置 （ 図 示 省 略 ） に よ っ て 交 互 に 真 空 蒸 着 さ れ 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う な 多
層 膜 ３ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ の 膜 厚 調 整 は 、 膜 厚 を モ ニ タ し な が ら 蒸 着
動 作 を 行 い 、 所 定 の 膜 厚 に 達 し た と こ ろ で 蒸 着 源 （ 図 示 省 略 ） 近 傍 に 設 け ら れ た シ ャ ッ タ
ー （ 図 示 省 略 ） を 閉 じ る な ど し て 蒸 着 物 質 （ Ｔ ｉ Ｏ ２ 　 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ） の 蒸 着 を 停 止 す る
こ と に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 多 層 膜 ３ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 水 晶 板 ２ 一 面 側 か ら 順 に 序 数 詞 で 定 義 さ れ
る 複 数 層 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ か ら 構 成 さ れ て い る
。 こ れ ら 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ そ れ ぞ れ の 層 は 、 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜
３ ２ と が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 積 層 さ れ る 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の
光 学 膜 厚 が 異 な る こ と に よ り 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ そ れ ぞ れ の 厚 さ が 異 な
る 。 ま た 、 こ れ ら 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成
さ れ て い る 。 な お 、 こ こ で い う 光 学 膜 厚 は 、 下 記 す る 数 式 １ に よ り 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
［ 数 式 １ ］
Ｎ ｄ ＝ ｄ × Ｎ × ４ ／ λ
（ Ｎ ｄ ： 光 学 膜 厚 、 ｄ ： 物 理 膜 厚 、 Ｎ ： 屈 折 率 、 λ ： 中 心 波 長 ）
ま た 、 多 層 膜 ３ に は 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 内 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止
す る 急 峻 防 止 手 段 が 備 え ら れ て い る 。 こ の 急 峻 防 止 手 段 に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う な 透 過 率
が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 の 波 長 に 変 極 点 Ｘ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 １ で
い う 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 と は 、 可 視 域 （ ４ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ ） の こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
急 峻 防 止 手 段 は 、 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ の う ち い ず れ か ２ つ の 層 に お い て
積 層 さ れ た 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る と と も に 、 そ の 他 の
層 に お い て 積 層 さ れ た 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 水 晶 板 ２ 側 か ら 漸 次 増
加 さ れ る よ う 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ そ れ ぞ れ に お け る 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ の
光 学 膜 厚 が 設 定 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 急 峻 防 止 手 段 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ
と の 間 と 、 そ の 両 端 に 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ て な る 。 こ の 調 整 層 ３ ｄ に よ り 、 第 １ 層 ３ ａ
と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の 各 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 が 抑 え ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は
、 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ で あ り 、 そ の 他 の 層 は 、 第 １ 層 ３ ａ で あ る 。 ま た 、 第 １ 薄 膜 ３
１ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 で あ る 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と に お け る
第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ の 波 長 特 性 を 微 調
整 す る た め 、 微 量 に 変 化 す る よ う 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 し た 構 成 に よ り 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ で は 、 図 ２ に 示 す
よ う な 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 実 施 の 形 態 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ の 波 長 特 性 を 実 際 に 測 定 し た 。 次 に 、
そ の 測 定 結 果 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
＜ 実 施 例 １ ＞
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本 実 施 例 １ で は 、 透 明 基 板 と し て 、 屈 折 率 が １ ． ５ ４ で あ る 水 晶 板 ２ を 用 い て い る 。 ま た
、 第 １ 薄 膜 ３ １ と し て 、 屈 折 率 が ２ ． ３ ０ で あ る Ｔ ｉ Ｏ ２ 　 を 用 い 、 第 ２ 薄 膜 ３ １ と し て
、 屈 折 率 が １ ． ４ ６ で あ る Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 を 用 い 、 こ れ ら の 中 心 波 長 を ７ ０ ０ ｎ ｍ と し て い る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ れ ら 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ 各 々 の 光 学 膜 厚 が 、 表 １ に 示 す よ う な 値 に な る よ う に 上 記 し た ４
０ 層 か ら な る 多 層 膜 ３ の 製 造 方 法 に よ り 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ が 形 成 さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う な
透 過 特 性 が 得 ら れ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 光 線 の 入 射 角 を ０ 度 、 す な わ ち 光 線 を 垂
直 入 射 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 １ 】
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表 １ は 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ の 多 層 膜 ３ の 組 成 及 び 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ の 光 学 膜 厚 を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 表 １ に 示 す よ う に 、 多 層 膜 ３ の ４ ０ 層 の う ち 、 １ 、 １ １ 、 １ ２
、 １ ８ ～ ２ ２ 、 ４ ０ 層 が 調 整 層 ３ ｄ と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ で は 、 波 長 が 約 ５ ５ ０
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ｎ ｍ の 光 線 か ら 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 光 線 ま で 透 過 率 が 徐 々 に 減 少 し て い く こ と が わ か る 。 つ ま
り 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 に か け て 徐 々 に 透 過 率 が 減 少 し 、 透 過 率 が 急 峻 に 減 少 す
る の を 防 止 し て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
上 記 し た よ う に こ の 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ に よ れ ば 、 変 極 点 Ｘ を 形 成 す る 急 峻 防 止 手 段
が 設 け ら れ て い る の で 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 に お い て 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る
の を 防 止 し て 人 の 目 に 近 い 透 過 率 特 性 を 得 る こ と が で き る 。 そ の た め 、 人 の 目 が 感 じ る 色
合 い に 近 い 色 合 い で 撮 像 デ バ イ ス で の 撮 像 を 行 う こ と が で き 、 色 の 再 現 性 の 向 上 を 図 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 急 峻 防 止 手 段 は 、 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ の う ち い ず れ か ２ つ の 層 に
お い て 積 層 さ れ た 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る と と も に 、 そ
の 他 の 層 に お い て 積 層 さ れ た 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 水 晶 板 ２ 側 か ら
漸 次 増 加 さ れ る よ う 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ そ れ ぞ れ に お け る 各 薄 膜 の 光 学
膜 厚 が 設 定 さ れ て な る の で 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 の 波 長 に 変 極 点 を 形 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、 第 １
薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は 、 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ で あ り
、 そ の 他 の 層 は 、 第 １ 層 ３ ａ で あ る の で 、 透 過 率 が 高 い 領 域 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に
、 透 過 率 ９ ０ ％ 付 近 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と に お け る 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 、
微 量 に 変 化 す る よ う 設 定 さ れ て い る の で 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 以 外 の 予
め 設 定 し た 波 長 帯 域 内 に お い て 、 微 量 （ 例 え ば 、 表 １ に 示 す 光 学 膜 厚 Ｎ ｄ に は 表 示 さ れ な
い 有 効 数 字 以 下 の 値 ） に 変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ 、 調 整 層 ３ ｄ に よ り 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と
の 各 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 が 抑 え ら れ る の で 、 変 極 点 Ｘ を 形 成 す る
の に よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象
と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に
亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 可 視
域 で は 、 図 ４ に 示 す よ う な 波 長 が 形 成 さ れ 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 で は 人 の 目 に 近
い 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ
ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
例 え ば 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と
す る 多 層 膜 ３ を 形 成 す る と と も に 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線
を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 可 視 域 で は 、 図 ５
に 示 す よ う な 波 長 が 形 成 さ れ 、 人 の 目 に 近 い 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。 ま た 、 水 晶 板 ２ 他 面
上 に 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 す
る と と も に 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対
象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て も 同 一 の 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 透 明 基 板 に 水 晶 板 ２ を 用 い て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 光 線 が 透 過 可 能 な 基 板 で あ れ ば 、 例 え ば ガ ラ ス 板 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 水 晶
板 ２ も 限 定 さ れ る も の で は な く 、 単 板 の 水 晶 板 、 例 え ば 複 屈 折 板 で あ っ て も よ く 、 複 数 枚
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か ら な る 複 屈 折 板 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 第 １ 薄 膜 ３ １ に Ｔ ｉ Ｏ ２ 　 を 用 い て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 第 １ 薄 膜 ３ １ が 高 屈 折 率 材 料 か ら な っ て い れ ば よ く 、 例 え ば 、 Ｚ ｒ Ｏ ２

　 、 Ｔ ａ ２ 　 Ｏ ５ 　 、 Ｎ ｂ ２ 　 Ｏ ５ 　 等 を 用 い て よ い 。 ま た 、 第 ２ 薄 膜 ３ ２ に Ｓ ｉ Ｏ ２ 　

を 用 い て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 第 ２ 薄 膜 ３ ２ が 低 屈 折 率 材 料 か ら な っ
て い れ ば よ く 、 例 え ば 、 Ｍ ｇ Ｆ ２ 　 等 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 を 、 可 視 域 と し て い る が 、 こ れ に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 波 長 帯 域 を 任 意 の 他 の 帯 域 、 ま た 、 可 視 域 の う ち さ ら に 限 定 し た 帯
域 に 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 急 峻 防 止 手 段 が 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の
間 と 、 そ の 両 端 に 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ て な る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の い ず れ か の 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透
過 率 の 変 移 量 を 抑 え る た め に 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の 間 と 、 そ の 両 端
の い ず れ か 任 意 の 位 置 に 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 変 極 点 Ｘ が 透 過 率 ６ ０ 、 ９ ６ ％ に 設 定 さ
れ て い る が 、 こ れ は 便 宜 上 設 定 し た 値 に す ぎ ず 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と で は な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 多 層 膜 ３ を 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ と ３ 層 か ら
構 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ３ 層 以 上 の 層 か ら 構 成 さ れ て
も よ い 。 こ の 場 合 、 さ ら に 多 く の 変 極 点 Ｘ を 形 成 す る こ と が で き 、 よ り 好 ま し い 。 さ ら に
、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ か ら 構 成 さ れ て も よ く 、 こ の 場 合 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 渡 る 帯
域 に 対 応 さ せ る の に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 本 実 施 例 １ で は 、 多 層 膜 ３ は ４ ０ 層 か ら 構 成 さ れ て い る が 、 そ の 層 数 は 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
＜ 実 施 の 形 態 ２ ＞
実 施 の 形 態 ２ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ に か か る 赤 外 線 カ
ッ ト フ ィ ル タ １ と 、 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ 、 調 整 層 ３ ｄ の 点 で 異 な る だ け
で 他 の 構 成 は 同 じ 構 成 か ら な る 。 そ の た め 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 こ の 異 な る 第 １ 層 ３
ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ 、 調 整 層 ３ ｄ に つ い て 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に つ い て は 同 一 の
符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ の 構 成 で あ る 多 層 膜 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示
す よ う に 、 水 晶 板 ２ 一 面 側 か ら 順 に 、 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ か ら 構 成 さ れ
て い る 。 こ れ ら 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ そ れ ぞ れ の 層 は 、 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第
２ 薄 膜 ３ ２ と が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 積 層 さ れ る 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３
２ と の 光 学 膜 厚 が 異 な る こ と に よ り 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ そ れ ぞ れ の 厚 さ
が 異 な る 。 ま た 、 こ れ ら 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ は 、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ
う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ま た 、 多 層 膜 ３ に は 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯 域 内 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止
す る 急 峻 防 止 手 段 が 備 え ら れ て い る 。 こ の 急 峻 防 止 手 段 に よ り 、 図 ６ に 示 す よ う な 透 過 率
が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 の 波 長 に 変 極 点 Ｘ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
急 峻 防 止 手 段 は 、 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ の う ち い ず れ か ２ つ の 層 に お い て
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積 層 さ れ た 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る と と も に 、 そ の 他 の
層 に お い て 積 層 さ れ た 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 水 晶 板 ２ 側 か ら 漸 次 増
加 さ れ る よ う 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ そ れ ぞ れ に お け る 各 薄 膜 の 光 学 膜 厚 が
設 定 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ま た 、 急 峻 防 止 手 段 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ
と の 間 と 、 そ の 両 端 に 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ て な る 。 こ の 調 整 層 ３ ｄ に よ り 、 第 １ 層 ３ ａ
と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の 各 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 が 抑 え ら れ
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 は
、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ３ 層 ３ ｃ で あ り 、 そ の 他 の 層 は 、 第 ２ 層 ３ ｂ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で あ る 層 で あ る 第 １ 層 ３ ａ と 第 ３
層 ３ ｃ と に お け る 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １
の 波 長 特 性 を 微 調 整 す る た め 、 微 量 に 変 化 す る よ う 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
上 記 し た 構 成 に よ り 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ で は 、 図 ６ に 示 す
よ う な 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
こ の 実 施 の 形 態 ２ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ の 波 長 特 性 を 実 際 に 測 定 し た 。 次 に 、
そ の 測 定 結 果 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
＜ 実 施 例 ２ ＞
本 実 施 例 ２ で は 、 透 明 基 板 と し て 、 屈 折 率 が １ ． ５ ４ で あ る 水 晶 板 ２ を 用 い て い る 。 ま た
、 第 １ 薄 膜 ３ １ と し て 、 屈 折 率 が ２ ． ３ ０ で あ る Ｔ ｉ Ｏ ２ 　 を 用 い 、 第 ２ 薄 膜 ３ １ と し て
、 屈 折 率 が １ ． ４ ６ で あ る Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 を 用 い 、 こ れ ら の 中 心 波 長 を ７ ０ ０ ｎ ｍ と し て い る
。
【 ０ ０ ７ ０ 】
こ れ ら 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ 各 々 の 光 学 膜 厚 が 、 表 ２ に 示 す よ う な 値 に な る よ う に 上 記 し た ４
０ 層 か ら な る 多 層 膜 ３ の 製 造 方 法 に よ り 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ が 形 成 さ れ 、 図 ７ に 示 す よ う な
透 過 特 性 が 得 ら れ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 ２ で は 、 光 線 の 入 射 角 を ０ 度 、 す な わ ち 光 線 を 垂
直 入 射 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
【 表 ２ 】
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表 ２ は 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ の 多 層 膜 ３ の 組 成 及 び 各 薄 膜 ３ １ 、 ３ ２ の 光 学 膜 厚 を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 、 こ の 実 施 例 ２ で は 、 表 ２ に 示 す よ う に 、 多 層 膜 ３ の ４ ０ 層 の う ち 、 １ 、 ２ 、 １ ０ 、
１ １ 、 １ ８ ～ ２ ２ 、 ４ ０ 層 を 調 整 層 ３ ｄ と し て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 ２ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ で は 、 波 長 が 約 ６ ５ ０
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ｎ ｍ の 光 線 か ら 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 光 線 ま で 透 過 率 が 徐 々 に 減 少 し て い く こ と が わ か る 。 つ ま
り 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 に か け て 徐 々 に 透 過 率 が 減 少 し 、 透 過 率 が 急 峻 に 減 少 す
る の を 防 止 し て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
上 記 し た よ う に こ の 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ に よ れ ば 、 上 記 し た 本 実 施 の 形 態 １ に か か る
赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ １ と 同 様 の 作 用 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 作 用 効 果 と し て 、 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ が
、 順 に そ の 厚 さ が 増 す よ う 構 成 さ れ 、 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ の 光 学 膜 厚 が 略 同 一 で
あ る 層 が 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ３ 層 ３ ｃ で あ り 、 そ の 他 の 層 が 、 第 ２ 層 ３ ｂ で あ る の で 、 透 過
率 が 低 い 領 域 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 透 過 率 ３ ０ ％ 付 近 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変
移 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ま た 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ３ 層 ３ ｃ と に お け る 第 １ 薄 膜 ３ １ と 第 ２ 薄 膜 ３ ２ と の 光 学 膜 厚 が 、
微 量 に 変 化 す る よ う 設 定 さ れ て い る の で 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移 波 長 帯 域 以 外 の 予
め 設 定 し た 波 長 帯 域 内 に お い て 、 微 量 （ 例 え ば 、 表 ２ に 示 す 光 学 膜 厚 Ｎ ｄ に は 表 示 さ れ な
い 有 効 数 字 以 下 の 値 ） に 変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ 、 調 整 層 ３ ｄ に よ り 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と
の 各 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透 過 率 の 変 移 量 が 抑 え ら れ る の で 、 変 極 点 Ｘ を 形 成 す る
の に よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象
と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に
亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 可 視
域 で は 、 図 ８ に 示 す よ う な 波 長 が 形 成 さ れ 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 で は 人 の 目 に 近
い 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ
ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
例 え ば 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と
す る 多 層 膜 ３ を 形 成 す る と と も に 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線
を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 可 視 域 で は 、 図 ９
に 示 す よ う な 波 長 が 形 成 さ れ 、 人 の 目 に 近 い 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。 ま た 、 水 晶 板 ２ 他 面
上 に 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 す
る と と も に 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対
象 と す る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て も 同 一 の 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ま た 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と
す る 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ に か か る 多 層 膜 ３ を 形 成 す る と と も に 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 、 紫
外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る
多 層 膜 ３ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 可 視 域 で は 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 波 長 が 形 成 さ れ
、 撮 像 装 置 と 組 み 合 わ せ た と き に 人 の 目 に 近 い 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。 ま た 、 水 晶 板 ２ 一
面 上 に 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 上 記 し た 実 施
の 形 態 １ に か か る 多 層 膜 ３ を 形 成 す る と と も に 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に
亘 る 帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 多 層 膜 ３ を 形 成 し
て も よ い 。 こ の 場 合 、 可 視 域 で は 、 図 １ １ に 示 す よ う な 波 長 が 形 成 さ れ 、 撮 像 装 置 と 組 み
合 わ せ た と き に 人 の 目 に 近 い 透 過 率 特 性 が 得 ら れ る 。 な お 、 こ の 例 で は 、 水 晶 板 ２ 一 面 上
に 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ に か か る 多 層 膜 ３ を 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か
か る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 、 本
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実 施 の 形 態 ２ に か か る 多 層 膜 ３ を 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ に か か る 多
層 膜 ３ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 急 峻 防 止 手 段 が 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の
間 と 、 そ の 両 端 に 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ て な る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の い ず れ か の 層 間 に よ っ て 急 峻 に 変 移 す る 透
過 率 の 変 移 量 を 抑 え る た め に 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と 第 ３ 層 ３ ｃ と の 間 と 、 そ の 両 端
の い ず れ か 任 意 の 位 置 に 調 整 層 ３ ｄ が 積 層 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 変 極 点 Ｘ が 透 過 率 ４ ０ ％ に 設 定 さ れ て い
る が 、 こ れ は 便 宜 上 設 定 し た 値 に す ぎ ず 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と で は な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 多 層 膜 ３ を 第 １ 層 ３ ａ 、 第 ２ 層 ３ ｂ 、 第 ３ 層 ３ ｃ と ３ 層 か ら
構 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 第 １ 層 ３ ａ と 第 ２ 層 ３ ｂ と か ら 構 成 さ
れ て も よ く 、 こ の 場 合 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 渡 る 帯 域 に 対 応 さ せ る の に 、 好 ま し い 。 ま た
、 多 層 膜 ３ が ３ 層 以 上 の 層 か ら 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 さ ら に 多 く の 変 極 点 Ｘ を 形
成 す る こ と が で き 、 よ り 好 ま し い 。 例 え ば 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 、 可 視 域 か ら 赤 外 域 に 亘 る
帯 域 の 光 線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ 及 び 本 実 施 の 形 態 ２ に か
か る 多 層 膜 ３ を 形 成 す る と と も に 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 、 紫 外 域 か ら 可 視 域 に 亘 る 帯 域 の 光
線 を カ ッ ト す る こ と を 対 象 と す る 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ 及 び 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 多 層
膜 ３ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 可 視 域 で は 、 図 １ ２ に 示 す よ う な 波 長 が 形 成 さ れ 、 撮
像 装 置 と 組 み 合 わ せ た と き の 人 の 目 に 近 い 透 過 率 特 性 を 得 る の に 、 よ り 好 ま し い 。 な お 、
こ の 例 で は 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ に か か る 多 層 膜 ３ を 、 水 晶 板 ２ 他
面 上 に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 水 晶 板 ２ 一 面 上 に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 多 層 膜 ３ を 、 水 晶 板 ２ 他 面 上 に 、 上 記
し た 実 施 の 形 態 １ に か か る 多 層 膜 ３ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
ま た 、 本 実 施 例 ２ で は 、 多 層 膜 ３ は ４ ０ 層 か ら 構 成 さ れ て い る が 、 そ の 層 数 は 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に か か る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に よ れ ば 、 予 め 設 定 し た 波 長
帯 域 、 例 え ば 可 視 域 に お い て 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 し て 人 の 目 に 近 い 透 過 率
特 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
す な わ ち 、 本 発 明 に か か る 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ に よ れ ば 、 多 層 膜 に 、 予 め 設 定 し た 波 長 帯
域 内 に お い て 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 す る た め に 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る 変 移
波 長 帯 域 の 波 長 に 変 極 点 を 形 成 す る 急 峻 防 止 手 段 が 備 え ら れ て い る の で 、 予 め 設 定 し た 波
長 帯 域 、 例 え ば 可 視 域 に お い て 、 透 過 率 が 急 峻 に 変 移 す る の を 防 止 し て 人 の 目 に 近 い 透 過
率 特 性 を 得 る こ と が で き る 。 そ の た め 、 人 の 目 が 感 じ る 色 合 い に 近 い 色 合 い で 撮 像 デ バ イ
ス で の 撮 像 を 行 う こ と が で き 、 色 の 再 現 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 構 成 を 示 す 模 式 図 で
あ り 、 （ ｂ ） は 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 １ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 紫 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 紫 外 線 お よ び 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す
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概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 本 実 施 例 ２ に か か る 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 紫 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 紫 外 線 お よ び 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性 を 示 す
概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 実 施 の 形 態 １ 、 ２ に か か る 紫 外 線 お よ び 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性
を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 実 施 の 形 態 １ 、 ２ に か か る 紫 外 線 お よ び 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性
を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 実 施 の 形 態 １ 、 ２ に か か る 紫 外 線 お よ び 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 率 特 性
を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 、 人 の 目 の 感 度 特 性 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 一 般 的 な Ｃ Ｃ Ｄ の 感
度 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 （ ａ ） は 、 赤 外 線 吸 収 ガ ラ ス の 透 過 率 特 性 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 赤 外 線
カ ッ ト コ ー ト の 透 過 率 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 光 線 カ ッ ト フ ィ ル タ （ 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ ）
２ 　 　 透 明 基 板 （ 水 晶 板 ）
３ 　 　 多 層 膜
３ １ 　 　 第 １ 薄 膜
３ ２ 　 　 第 ２ 薄 膜
３ ａ 　 　 第 １ 層
３ ｂ 　 　 第 ２ 層
３ ｃ 　 　 第 ３ 層
３ ｄ 　 　 調 整 層
Ｘ 　 　 変 極 点
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(18) JP 2004-354735 A 2004.12.16



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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